耐震改修評定方針説明書
	 １　改修設計方針（現状の概要と改修方法の考え方を記入する。）
　
記述事項

1 建物概要（増築履歴も記載する）
2 既設建築物の材料強度及びその診断での強度採用値について
（鉄筋・鉄骨・コンクリート強度）
3 現状の耐震診断結果（診断に対する留意事項も記述）
4 改修方針と補強概要

	 ２　基礎、地盤についての改修方針
　記述事項
1 現状の沈下状況、ひび割れ状況の考察

2 現状の基礎および杭への考察
3 地盤の考察



	 ３　鉄骨補強の場合  既設ＲＣラーメンと鉄骨ブレース等との強度の分担と剛性についてのコメント
　記述事項
1 既設ＲＣラーメンの変形に対応した耐力を評価したこと

2 既設ＲＣラーメンと補強架構の耐力の分担率
※アウトフレーム、鋼板内蔵型のＲＣブレース等の場合においても記述する

	 ４　工事施工精度確保のための方策

	 ５　その他特にコメントすべき事項（既設にエキスパンションのある場合の評価、極脆性
 柱解消のためのスリットの工法等、改修設計で特殊なものがある場合記入する。）
　

記述事項
中性化が懸念される場合は考えなども記述する


	 ６　塔屋など屋上突出物および外部階段等の取扱いについて
記述事項
1 搭屋、屋根階段、高架水槽また庇などを有する場合、それに対する安全性の確認、
その考察および対策
　


診　断　結　果
現状（第○次診断）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　Iso(　　　)
	方向
	階
	Eo
	SD(Fes)
	T
	Is
	CTU・ＳＤ(q)

	X方向
桁行
	6
	
	
	
	
	

	
	5
	
	
	
	
	

	
	4
	
	
	
	
	

	
	3
	
	
	
	
	

	
	2
	
	
	
	
	

	
	1
	
	
	
	
	

	Y方向
張り間
	6
	
	
	
	
	

	
	5
	
	
	
	
	

	
	4
	
	
	
	
	

	
	3
	
	
	
	
	

	
	2
	
	
	
	
	

	
	1
	
	
	
	
	


採用値が極短柱で決定した場合は（　　）と記入する。

補強後（第○次診断）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Iso(　　　)
	方向
	階
	Eo
	SD(Fes)
	T
	Is
	CTU・ＳＤ(q)

	X方向
桁行
	6
	
	
	
	
	

	
	5
	
	
	
	
	

	
	4
	
	
	
	
	

	
	3
	
	
	
	
	

	
	2
	
	
	
	
	

	
	1
	
	
	
	
	

	Y方向
張り間
	6
	
	
	
	
	

	
	5
	
	
	
	
	

	
	4
	
	
	
	
	

	
	3
	
	
	
	
	

	
	2
	
	
	
	
	

	
	1
	
	
	
	
	


採用値が極短柱で決定した場合は（　　）と記入する。






































































・本表は原則的には作成の必要はありません


　（採用次数の診断結果は「概要説明およびコンクリート強度報告書」に


　　記載してください）


　ただし、診断結果を複数の方法（次数）から総合的に判断する場合は、


　本表を用い各方法の算定値をまとめてください





・耐震診断判定値のｱｳﾄﾌﾟｯﾄの採用値のみ記入する





・第１次診断の場合、


　採用値が極短柱で決定した場合は（　　）と記入する





・第２次診断の場合、


採用値が第2種構造要素の極脆性柱で決定した場合は（　 ）と記入する


　　　　　　　〃　　　　　せん断柱で　　〃　　　　（　）sと記入する
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